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（２）大江氏の支配と中世城館の分布

　左沢楯山城跡は 14 世紀後半の南北朝期に築城されたと伝わる。この頃の寒河江荘内における大江氏の一族

の配置について「本城寒河江城を六代元政、七代時茂、八代時氏」、「元政の弟懐広を柴橋に、同じく弟顕広を

柴橋の高松（落衣）に配し、時茂の子元時を左沢に、時氏の兄茂信の子政広を白岩に置いた」ことと、南北朝

時代溝延城が築かれ、時茂の長子茂信が初代溝延氏となったことが指摘されている（『大江町史』）。

　なお柴橋、高松、白岩は現在の寒河江市、溝延は河北町に位置する。

　天正２年（1574）には、天童（天童市）・谷地（河北町）・蔵増（天童市）・延沢（尾花沢市）各城主と白岩・

溝延・左沢の城主が最上義守・伊達達輝側として、義守と対立していた義光側の寒河江城を攻め落とした記録

（『性山公治家記録』）がある。

　また、天正 12 年に最上義光が寒河江を攻略し、左沢は最上家の直轄領となって左沢楯山城も最上氏の支配

下に入る。そして慶長５年（1600）の出羽合戦では、直江兼次の別働隊が八ツ沼（朝日町）城を攻略し、佐

沢から山野辺へ出て直江の本隊と合流したという記述（『最上合戦記』）や、関ヶ原で徳川家が勝利し、直江軍

が撤退を始めた後、白岩・寒河江・左沢などで最上軍の反撃があったという記録（『最上氏系図』『伊達政宗記

録事蹟考記』）がある。そして、左沢楯山城も何らかの役割を果たしたとの指摘がある（北畠 2007）。

図２－ 11　左沢周辺の中世城館跡（中世城館の位置・範囲・名称は山形県遺跡地図を参照とした）
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［　大江町内の中世城館　］１ 左沢楯山城、２富沢城、３護真寺館、４田沢山館、５深沢館、６用大丈楯、７荻袋城、
８葛沢館、９顔好城、10 若松山楯、11 材木城、12 小倉山楯、13 十八才城、14 大城、15 要害城、16 御館山城、17 館
山楯、18 黒森館、19 日光山楯、20 三百山楯、21 南山楯、22 手白楯、23 岩木楯、24 所部楯、25 小釿楯、26 楢山楯、
27 小清楯、28 沢口楯、29 柳川楯、30 虚空蔵楯跡　１～ 30 は図中の番号と対応する。
７・11・13・14・19・21・22・25 は遺構は判然としていない。３・４・８・16・23・24 は山城として使用された
可能性がある（「大江町の中世城館」『左沢楯山城跡調査報告書（９）』より）
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巨　海　院

　鉄囲山巨海院は、現在曹洞宗の寺院であるが、古

くは真言宗で柴橋にあったという。開山は天文 11 年

（1542）、新庄瑞雲院五世三光存辰であった。

　明和５年に羽柴宗古によって記された『巨海院由

緒』には、左沢元時が左沢楯山城の中に建立した旨

が記されている。天文 10 年代初め頃に楯山麓に移り、

後に「古城の西南」へ移動して、寛永４年（1627）

小漆川の現在地に移ったとされる（『巨海院山門史』、

『大江町史』）。

　左沢楯山城が機能したとされる時代の、これらの歴史を踏まえて、近隣の中世城館の分布をみてみる。

　西村山郡の城館は六十里越街道・寒河江川沿いに分布が多いが、その大部分が戦国期に庄内の武藤氏、ある

いは上杉氏に備えて大江氏や最上氏が築き、最上川沿いの道沿いに分布するものは、置賜の伊達氏に備えたも

のだと指摘されている（北畠 1996）。構造的には時代が比較的古く、後に手が加えられない城館跡に帯曲輪

中心の様式が多いと考えられるが、一方で六十里越街道や最上川沿いには堀を重視した新しい形がみられる。

庄内や伊達との境目にみられる横掘りなどの構造は新しいもので、最上氏が構築したと考えられている（北畠 

1996）。

　大江町内の城館においても、深沢館・富沢城・館山楯・黒森館などに、天正後半から 1590 年代に改修され

た痕跡があることが確認されている（横山 2007）。深沢館と富沢城は最上川沿いに、館山楯と黒森館は月布

川上流域の七軒地区に所在する。「天正後半から 1590 年代」には、最上義光が天正 11 年（1583）に庄内を、

天正 12 年に寒河江大江氏を攻略しており、慶長５年（1600）には出羽合戦で最上軍と直江軍が戦っている。

　また近年、寒河江市が、東西約 600 ｍ、南北約 450 ｍの範囲に白岩稲荷山楯や白岩新楯等が分布する、白

岩城館群の調査を行なっている。白岩城八幡楯物見台では枡形坂虎口が確認され、白岩新楯では防御施設は

曲輪と切岸、堀切（箱堀）で、薬研堀や技術的な横堀・竪堀などの空堀や土塁がないことが確認された（大

宮・保角 2011）。白岩新楯の防御施設について、天童城や楯岡城、左沢楯山城、谷木沢城とも共通し、天正

年間前半の最上の城の特徴と考えることができるとの指摘がされている。そして白岩地区の城館群には、戦国

期から江戸時代初頭にかけての主城、詰城、陣城、砦、村の城など多様な城館があると考えられている（保角 

2011）。

　このように、大江町内はもとより村山地方に分布するこれらの城館跡は、左沢楯山城と同時代の歴史を知る

上で貴重なものである。左沢楯山城跡は史跡指定時に「左沢氏とその一族、伊達氏、最上氏等との抗争を軸に

展開した村山地方の中世から近世に至る動向を知る上で貴重な城跡」と説明されている。史跡本来の魅力であ

る、史跡を通して知ることのできる歴史を伝えるような保存整備・活用を進める上で、これら城館跡の保護や

研究活動との連携を進めることが重要である。

①　左沢の社寺

　大江町左沢には、左沢楯山城麓から小漆川に移転したとされる「巨海院」など、左沢楯山城や大江氏と関連

する伝承や由来が伝わる社寺がある。これら伝承などの解釈は今後の研究課題であるが、左沢楯山城や左沢氏

の歴史を解明するため、そして、史跡を含めて左沢の文化的景観をまちづくりに生かすために重要な資源であ

る。

（３）大江氏関連の伝承と社寺
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左沢天満神社

　『山形県神社誌』には寛永年中領主酒井直次が創建

し、寛政６年（1794）酒井大学頭が社殿を再建した

とある。

　しかし、別当實相院の開山が天文年間とすると、

同じ時期かそれ以前から天満社が存在し、神社誌の

「寛永年中」は、実相院とともに楯山麓から現在地に

移転した時期とみられる（『大江町史』）。

左沢八幡神社

　正平年間、左沢楯山城を築城した左沢元時が、城

内に寒河江八幡の分霊を勧請したとされる。最上氏

の領有後も武将から崇敬され、酒井氏の所有となっ

た寛文４年（1664）、左沢楯山城内から前田に遷座し

たとする（『山形県神社誌』）。

　前田への遷座の年代については、「寛文４年」は「寛

永４年（1627）」の誤りである可能性も指摘されてい

る（『大江町史』）。

称　念　寺

　称念寺は浄土宗（時宗）の寺院である。『羽宗佛向

寺開基録』では大永２年（1522）真阿上人による開基、

称念寺の寺伝では永正８年（1511）の開基とされる。

　『宗古録』は一向上人が布教を行なったように記述

し、「六斎日あるいは農の隙に、群衆称名念仏す」と、

仏教が庶民に浸透していく様子が記されている。

　楯山麓にあったものが、近世、現在地に移された

と伝わる。

實　相　院

　實相院は真言宗の寺院である。応仁元年（1476）、

清誉法印が左沢神九郎大江広房の招きによって祈願

所を建立したのがはじめとされる（『山形県寺院大総

覧』）。『宗古録』には一済が實相院を開いたこと、天

文９～ 11 年（1540 ～ 42）に法流を受けたことが記

されている。近世には総持寺の配下であり、大江氏

が勧請したとされる北野天神・愛宕権現・秋葉権現

社の別当を兼ねていた。楯山麓にあったものが、近世、

現在地に移転したと伝わる（『大江町史』）。
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大滝山不動尊（波切不動）

　資料がなく、建立年代は不明であるが、最上川舟

運が盛んだった頃、最上川がこのお堂の下あたりで

急角度に東へ流れるため舟運には危険だったので、

安全を祈って不動尊堂が建てられたという（『光明院

（金山家）の来歴』）。

　近世の『左沢御領内御絵図』に本堂とみられる堂

が描かれており、堂内には左沢の船乗りなどが奉納

した宝剣額が納められている（『大江町史地誌編』）。

図２－ 12　左沢市街地における主な社寺の分布
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②　町内に伝わる伝承など

　町内には大江氏関連の供養塔などがある。主に延文元年（1356）山形に入部した斯波兼頼と「奥羽の宮方」

で南朝勢力であった大江氏が、正平 23 年（1368）大江町諏訪堂一帯で戦った「漆川の戦」に関わるものや、

天正 12 年（1584）、寒河江大江氏が最上義光に敗れ滅亡したとき、寒河江城主大江高基が貫見（大江町七軒地区）

に逃れ自刃したことに関わるものがある。それぞれ本郷地区と貫見周辺に分布がみられる。

　また、大江町内には、大江氏に関わる伝承や地名が伝わる。

　大江町では、明治 30 年代から大正元年生まれの方を話者として、当地に伝わる民話を採話してまとめた『大

江の民話』という本が 1998 年に刊行されている。

　同書の「伝説」の項には、大江氏と関係する伝承が掲載されている。これらの多くは大江町西部の貫見や

黒森を中心に分布しており、大江高基の自刃と関係ある内容が多い。民話の採話や編集で中心となった町文化

財保護委員（当時）でもある松田進氏は「大江氏を偲び数多くの伝説を生んだものと思われる」（松田 1998）

と説明している。また、高山法彦氏は「伝承や伝説には、歴史とのこじつけや合理化が行なわれたり、或は荒
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御館山
↓　

大江高基・三家臣墓所（貫見　御館山）②

殉死した 12 家臣の墓　（貫見　要害）③

　文久二年（1862）、柴橋代官所に提出された「寒河

江太郎四郎髙基卿並追腹御廟所書上帳」には、現在

の御館山に大江高基の廟所が、要害に高屋新右衛門

など３家臣と林源太左衛門など 12 家臣の廟所がある

と報告されている。

　現在は御館山の上に大江髙基の墓と殉死した高屋

など３家臣の墓が、御館山麓の字要害に 12 家臣の墓

がある。

　御館山上の大江高基と３家臣の墓は、柴橋代官林

伊太郎（安政５年～文久２年在任）が、前出の書上

帳にもとづいて、貫見の鹿股市郎右衛門に建てさせ

たものとされる。

　

御館山

12 家臣の墓

福寿山 光学院（貫見）①

　光学院は曹洞宗の寺院である。寺伝によると永禄

元年（1558）３月、仙室音珪の開山とされる。

　光学院には大江高基が自刃した時に使用したとさ

れる刀が保存されている。長さ 37 ｃｍ、表に「波平

行安」、裏に「海上安全舟玉大明神」と記されている。

　寺の本尊について、『宗古録』は広元卿相承の念持

仏聖観音とするが、室町時代初期の作風を伝えるよ

うであるという指摘（『大江町史』）もある。

唐無稽のものも少なくない」としながらも、「烏帽子山」「最後田」「袖山」などの地名伝承は、高基の最後の

実態をどの程度うつし出すものであろうか、「飛矢沢」は御館山附近での戦いを物語るものであろうかと伝承

が歴史を伝える可能性に触れる。そして「大正年間に貫見小学校の校庭拡張工事の時に大量に人骨が出土した

事などもあり、確たる記録はないものの、大江家終焉の地であった貫見周辺は、数多い哀話、伝承を伝えてい

る」としている（高山 1984）。

　これらの民話が形成された年代が明確ではないなど課題は残るが、当地の住民が大江氏について今に語り継

いでいるものとして、大江氏の歴史を探り、左沢楯山城跡の活用を図るうえで貴重な資源となるものである。

　ただし、伝承が継承される大江町の七軒・本郷地区は、市街地の左沢より過疎化が進行し、貫見を含む七軒

地区では人口がピーク時から９割減少している。高齢化も進み、現状では資料や伝承の継承が年々難しくなっ

ている。

（以下、各物件の名称右に付した①～⑤の番号は、図２－ 13 に記した番号と対応する）


